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熊谷市教育振興基本計画 

 施策と単位施策 

施 策 単 位 施 策 

１ 学力日本一を目指す（知・徳・体） １ 子どもたちの学力（知）を伸ばす 

 

２ 子どもたちの豊かな心（徳）を育む 

 

３ 子どもたちの体力（体）を伸ばす 

２ 安全で快適な学校づくりを進める 

 

 

１ 学校の建物や設備を充実させる 

３ 魅力ある生涯学習事業を充実させ

る 

１ 公民館等を充実させる 

 

２ 図書館を充実させる 

 

３ スポーツ・文化村「くまぴあ」を充

実させる 

 

４ 文化芸術活動を支援する １ 文化芸術活動を支援する 

 

２ 文化財の保護・継承を図る 

 

５ 学校・家庭・地域が連携して子ども

を育てる 

１ 学校・家庭・地域が連携して子ども

を育てる 

 

２ コミュニティ・スクールを推進する 

 

６ 人権尊重のまちをつくる １ 人権啓発を推進し、人権意識の向上

を図る 

 

２ 人権教育を推進し、人権尊重の心を

育む 

 

７ 次世代のため、公共施設の整理統合

を推進する 

 

１ 施設の統廃合、再配置を効果的に推

進する 
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具体的な取組（施策３以降の生涯学習関係） 

 

施策 単位施策 具体的な取組 

３ １ 公民館等を充実さ

せる 

１ 生涯学習講座の充実 

２ （仮称）第１中央生涯活動センターの整備推進 

３ 公民館の再編に向けた取組の推進 

２ 図書館を充実させ

る 

１ 図書館資料の整備と情報サービスの更なる充実 

２ 視覚障害者が利用できる電子図書館システム

の整備 

３ 郷土熊谷に関するデジタル情報の発信 

４ 子ども読書活動の推進 

５ 企画展及び各種講座・講演会等の実施 

３ スポーツ・文化村

「くまぴあ」を充実

させる 

１ 生涯学習に関する自主事業の実施 

２ 利用団体の拡充と活動への支援 

４ １ 文化芸術活動を支

援する 

１ 熊谷文化創造館「さくらめいと」、大里生涯学

習センター「あすねっと」、江南総合文化会館「ピ

ピア」の維持・管理の推進 

２ 文化芸術活動の機会の確保と情報発信の充実 

３ 文化芸術団体等への支援の充実 

２ 文化財の保護・継

承を図る 

１ 西別府の国史跡「幡羅官衙（はらかんが）遺跡

群」等文化財の保存と活用 

２ 無形民俗文化財等伝統文化の後継者育成と継

承意識の醸成 

３ 埋蔵文化財出土品等の一元管理施設確保の推進 

４ 市史編さん事業の推進と市史書籍の刊行 

５ 公文書館設置検討の推進 

６ 熊谷直実・蓮生法師等郷土の偉人の顕彰 

５ １ 学校・家庭・地域が

連携して子どもを育

てる 

１ 放課後子供教室の実施回数の充実や実施内容

の創意工夫 

２ 新たな地域ボランティア指導者の確保・育成 

３ 家庭教育学級や子育て支援講座の充実 

２ コミュニティ・ス

クールを推進する 

１ コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の

推進 

６ １ 人権啓発を推進

し、人権意識の向上

を図る 

１ 人権啓発活動の充実 

２ 人権問題研修会、講演会の開催 

２ 人権教育を推進

し、人権尊重の心を

育む 

１ 人権教育研修の充実 

２ 学校教育における人権教育の推進 

３ 社会教育における人権教育の推進 

７ １ 施設の統廃合、再

配置を効果的に推進

する 

１ 分野別個別施設計画の改定・推進 
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令和７年度熊谷市社会教育予算 

 

 

 

 

（単位：千円）

令和７年度予算額 令和６年度予算額

7,032,692 6,689,019

　　　社　会　教　育　費 2,016,565 1,875,760

1 社会教育総務費 239,031 251,117

2 文化財保護費 98,026 95,847

3 公民館費 455,523 542,973

4 図書館費 273,216 280,301

5 市民ホール費 56,539 19,174

6 人権対策費 16,235 16,350

7 文化会館費 609,705 448,698

8 プラネタリウム館費 33,390 34,950

9 星溪園費 27,932 16,485

10 生涯学習推進費 158,467 122,151

11 展示館費 7,659 5,818

12 荻野吟子記念館費 4,502 4,166

13 江南文化財センター費 5,720 5,314

14 市史編さん費 30,620 32,416

項　　　目

　教　　育　　費
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各課所館における取組 

■ 社会教育課、江南文化財センター、市史編さん室  

Ⅰ 社会教育課事務分掌 

 

生涯学習係 

(1) 生涯学習に関すること。  

   (2) 社会教育に関すること。  

   (3) 家庭教育に関すること。  

   (4) 社会教育委員に関すること。  

(5) 青少年の体験活動に関すること。  

   (6) 視聴覚教育に関すること。 

   (7) 文化行事の開催に関すること。  

   (8) 公民館の設置に関すること。  

   (9) 社会教育施設との連絡に関すること。  

   （10）社会教育指導者の養成に関すること。  

   （11）社会教育関係団体の援助に関すること。  

   （12）熊谷文化創造館の管理に関すること。 

   （13）大里生涯学習センターの管理に関すること。 

   （14）江南総合文化会館の管理に関すること。 

   （15）熊谷市スポーツ・文化村の管理に関すること。 

   （16）公益財団法人熊谷市文化振興財団に関すること。 

   （17）その他他の係に属さないこと。 

人権教育係 

(1) 人権教育に関すること。 

(2) 社会同和教育に関すること。  

   (3) 集会所指導事業に関すること。  

   (4) 集会所の設置及び管理運営に関すること。  

   (5) 人権教育関係団体との連携に関すること。  

  文化財保護係 

(1) 文化財の保護及び啓発に関すること。  

   (2) 埋蔵文化財の発掘、整理及び保管に関すること。 

   (3) 江南文化財センターに関すること。 

(4) 埋蔵文化財整理所の管理に関すること。 

   (5) 星溪園の管理及び運営に関すること。  

  市史編さん室 

   (1) 市史編さんに関すること。 
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Ⅱ 令和７年度社会教育課事業計画 

 

１ 生涯学習の推進 

 

(1) 生涯学習に関する自主事業の実施 

熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」の利用促進において指定管理者と緊密に

連携しながら、市民の生涯学習活動を推進する事業を実施し、利用率の向上を図

る。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

熊谷市スポーツ・文

化村管理運営 

・指定管理者 

「アイル・オーエンスグルー

プ」 

・施設の機能維持を目的とし

た修繕及び施設設備の管理、

運営 

指定管理期間 

R７.4.1 

～ 

R12.3.31 

 

生涯学習に関する

自主事業 

指定管理者が、生涯学習セ

ンターである「くまぴあ」にお

いて、生涯学習に関する自主

事業を企画、実施する。 

随時 

 

 

(2) 利用団体の拡充と活動への支援 

自主的に組織・運営する生涯学習活動団体がくまぴあを利用する場合、利用料

の減免や優先利用等の支援を行う。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

生涯学習活動団体

登録制度 

・利用料の減免 

・優先利用等の支援を行う。 
随時 

 

 

(3) 熊谷文化創造館「さくらめいと」、大里生涯学習センター「あすねっと」、江南

総合文化会館「ピピア」の維持・管理の推進 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

熊谷文化創造館等

（さくらめいと、あ

すねっと、ピピア）

の管理運営 

・指定管理者 

「公益財団法人熊谷市文化振

興財団」 

・施設の機能維持を目的とし

た修繕及び施設設備の管理、

運営 

指定管理期間 

R7.4.1 

～ 

R12.3.31 

 

施設の改修・修繕等 
老朽化した設備等の改修・

修繕等を行う。 
随時 

 

 

  



6 

 

(4) 文化芸術活動の機会の確保と情報発信の充実 

芸術文化活動の振興を図るため、市民の自発的な諸文化活動を積極的に奨励、

援助し、芸術文化の充実を図る。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

熊谷市美術展 

造形美術を通じ、広く作品

を公募し、地方文化の向上を

図る。 

種目：絵画、彫刻、写真、書、

工芸の５部門 

４月３日 

  ～６日 

熊谷市美術家

協会に補助金

交付 

熊谷市民音楽祭 

合唱や吹奏楽などの音楽活

動の普及奨励により地方文化

の向上を図る。 

６月１日 

熊谷市音楽連

絡協議会に補

助金交付 

熊谷市文化祭 

文化祭を行うことで、文化

団体の芸術、文化活動の普及

奨励による地方文化の向上を

図る。 

９月～１２月 

熊谷市文化連

合に補助金交

付 

熊谷市妻沼文化祭 
10 月 31 日 

～11 月３日 

妻沼文化祭実

行委員会に補

助金交付 

熊谷市江南文化祭 
１０月１８日 

１０月１９日 

江南文化祭実

行委員会に補

助金交付 

ウインドオーケス

トラ in 熊谷 

吹奏楽コンサートを開催

し、地域文化の振興を図る。 
１０月５日  

芸術文化振興事業 

熊谷市文化振興財団が芸術

文化振興に関する自主事業を

行う。 

随時  

成人式 

青年が成人として自覚を新

たにし、その成長を祝福する

ための式典を開催する。 

１月１１日 
成人式実行委

員会 

熊谷学講師資格保

有者の活用 

熊谷市の魅力を語れる人材

を各種事業へ派遣する。 
随時  

 

 (5) 文化芸術団体等への支援の充実 

ア 芸術文化団体等への活動に対する奨励、援助を行う。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

文化振興基金助成

金 

文化振興基金を活用し、文

化団体等の行う事業に財政面

から助成を行う。 

申請期間 

４月～７月 

交付決定 

９月 

令和６年度 

４団体助成 

市民ギャラリー及

び妻沼展示館使用

料補助 

 

市民ギャラリー、妻沼展示

館利用団体への財政的支援を

行う。 

随時  
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熊谷市文化連合に

対する支援 

文化・芸術の振興、普及、奨

励又は向上を図る。 
通年 

熊谷市文化連

合への団体補

助金 

後援 名義後援 通年  

 

  イ 社会教育団体への支援  

事業名 事業内容 実施時期 備考 

社会教育関係団体

事業補助金 

社会教育関係団体（熊谷市

PTA 連合会）が行う事業に財

政面から助成を行う。 

通年  

 

(6) 放課後子供教室の実施回数の充実や実施内容の創意工夫 

ア 各小学校における放課後子供教室の運営等を支援する。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

熊谷市放課後子供

教室 

放課後や週末の時間を利用

し､勉強、文化活動やスポーツ

活動、地域の方との交流活動

などを行う。 

４月～  

指導者の資質向上 
運営委員等を対象とした研

修会 
年２回  

 

  イ 子どもセンター事業の充実 

子どもたちに様々な情報や体験の場を提供する。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

こども広報「くまが

やキッズ」の発行 

年６回発行（全小、中学校

等） 
隔月  

夏休み＆秋休みわ

くわく探検隊 

夏休みと秋休みに各種体験

を行う。 

夏休み 

秋休み 
 

ウィークエンドサ

イエンス 

・週末に学校の理科室等で科

学や自然の不思議さ、おもし

ろさに触れる実験やものづく

りを行う。 

・環境保全及び環境への興味、

関心を育てる。 

6 月～２月  

本とのふれあい事

業 

読み聞かせを通して豊かな

心を育てる。 
６月～２月  
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(7) 家庭教育学級や子育て支援講座の充実 

ア 健全な家庭教育を支援する学習機会を小・中学校において提供する。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

家庭教育支援事業 

就学時健診で保護者を対象

に子育てについての講座を開

催する。 

10 月 小学校 

入学説明会で生徒及び保護

者を対象に子育てについての

講座を開催する。 

12 月～２月 小・中学校 

小・中学校の全保護者を対

象に家庭教育に関する学習の

場に講師を派遣する。 

随時  

熊谷市青少年健全

育成大会 

学校、家庭、地域が連携し

て、青少年の非行防止意識の

高揚を図る場とする。 

７月５日  

 

イ 親になるための学習 

将来の親を対象とした講座を実施する。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

赤ちゃんとのふれ

あい体験事業 

中学生を対象とした親とな

るための学習機会として赤ち

ゃんとふれあう機会を提供す

る。 

9 月～12 月  

 

(8) 分野別個別施設計画の推進 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

ホール施設の個別

施設計画の推進 
個別施設計画の推進 随時  
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２ 人権教育の推進 

  生涯学習の視点に立った人権教育の推進を図る。  

  集会所指導事業の充実を図るとともに、公民館や各種団体及び企業に対し、人権

問題の正しい理解と、人権意識の高揚を図るための研修を積極的に実施する。 

 (1) 人権啓発活動の充実 

  ア 人権教育関係団体との連携 

    人権教育の円滑な推進のため、様々な人権問題の解決に向け、協議会との連

携を図る。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

熊谷市人権教育推

進協議会 

学校教育、社会教育関係者

及び関係団体等により、理事

会、総会及び専門委員会を組

織し、人権問題の解決をめざ

す。 

○資料専門委員会 

 人権作文集第２０集の発行 

○広報専門委員会 

 人権教育ニュース第３９

号、第４０号の発行  

○事業専門委員会 

 街頭啓発の実施 

 研修会開催 

○調査専門委員会 

 人権意識調査（成人） 

○同和教育部会 

 各専門委員会の連絡調整 

随時  

大里地区人権教育

推進協議会 

大里地区内の教育機関団

体、教育関係者及び知識経験

者等の代表をもって組織し、

連絡調整、研修会、調査研究等

の実施により、人権問題の解

決を図る。 

随時  

 

イ 市民啓発の充実と推進 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

啓発・研修用冊子の

作成・活用 

全市民を対象とした啓発冊

子「わたしたちに できるこ

と」を作成し活用する。全戸配

布及び研修会資料とする。 

４月 

 

随時 

全戸配布 

 

研修会資料 

 

 (2) 人権問題研修会、講演会の開催 

ア 人権問題研修会、講演会の開催 

 地域社会のあらゆる市民生活の場における指導者を養成する。 
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事業名 事業内容 実施時期 備考 

人権問題研修会・ 

指導者養成講座 

（ハートフルセミ

ナー） 

様々な人権問題の正しい理

解と人権意識の高揚を図る。 

（３講座実施） 

１月２０日 

１月２７日 

２月７日 

 

 

  イ 集会所事業等の効果的活用 

同和問題を中心とした人権問題への正しい理解と人権意識の高揚を図り、教

育文化の向上と周辺地域住民との交流を深める。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

集会所指導事業 

成人ハートフル学

級 

 成人講座、歌謡、書道、生花、

舞踊、料理、手芸教室等 
５月～２月  

 

(3) 人権教育研修の充実、社会教育における人権教育の推進 

人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、様々な人権問題を

解決しようとする市民を育成する。 

ア 公民館における人権教育の推進 

人権に関する問題の解決は「生活の場である地域社会から」との考えに立ち、

それぞれの地域公民館におけるきめ細かな啓発・研修を推進する。  

    生涯学習の拠点となる公民館の各学級・講座に人権に関する学習を位置づけ、

人権問題の正しい理解と人権尊重社会の構築をめざす。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

公民館人権教育研

修会 

公民館区域の住民を対象に

した啓発・研修を計画的に実

施する。  

啓発冊子やその他人権問題

に関する資料による啓発 

随時  

 

イ 各種団体及び企業における人権教育の推進 

各種関係機関、団体、企業との連携を密にしながら人権問題の正しい理解と

解決をめざした人権教育を推進する。 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

企業人権教育研修

会 

差別のない明るい職場づく

りをめざし企業研修を実施す

る。 

随時  

小・中学校ＰＴＡ 

人権教育研修会 

人権尊重の社会づくりをめ

ざし、保護者への啓発を推進

する。 

随時  
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 (4) 分野別個別施設計画の推進 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

集会所施設の個別

施設計画の推進 

基本方針に基づく個別施設

計画の推進 
随時  

集会所施設の維持

管理 

施設・設備を計画的に補修

し、環境の整備を図る。 

集会所指導事業に必要な教

材及び備品等の充実を図る。 

随時  
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３ 文化財の保護・継承を図る 

  文化財は、長い歴史の中で生まれた貴重な歴史文化遺産であり、将来の文化創

造の基礎をなす重要なものである。このような文化財を後世に継承するため、保

護思想の普及・啓発を促進し、各種文化財の調査・保護活動や公開・活用事業を

実施する。 

(1) 西別府の国史跡「幡羅官衙（はらかんが）遺跡群」等文化財の保存と活用  

  ア 文化財の保存及び活用の充実 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

文化財保護審議会

の開催 

市内に所在する文化財の保

存、活用に関する審議、調査、

及び教育委員会へ答申する。 

年３回 

第 1 回：  ５月～ ６月 

第２回：１０月～１１月 

第３回：  ２月～  ３月 

文化財の指定 

指定文化財候補調査及び評

価を経て、文化財保護審議会

が教育委員会へ指定について

答申する。 

適宜 
年１～２件程

度 

指定文化財候補の

調査 

指定へ向けての文化財専門

調査員（主として文化財保護

審議会委員が兼務）による資

料調査を行う。 

適宜 

市文化財候補

案 件 に つ い

て、適宜あら

たに選定 

指定文化財台帳整

備、現状調査 

指定文化財の基本台帳の整

備、指定文化財の現状把握の

ための調査を適宜行い、計画

的（おおむね 5 か年ごと）に

悉皆調査を行う。 

適宜 

市内所在指定

文化財３０７ 

件（R7.3.31

現在）、令和

３・４年度に

悉皆調査実施 

指定文化財建造物

防災設備保守点検

費補助 

国・県指定文化財建造物の

防災設備保守点検に関する費

用を補助する。 

各、年２回 

国宝 1、重要

文化財 2、県

指定 1、計４

件 

指定文化財保存修

理費補助 

指定文化財の保存修理費に

関する費用を補助する。 
各、年１回 市指定２件 

指定文化財維持管

理費補助 

指定文化財の維持管理費に

関する費用を補助する。 
各、年１回 

重 要 文 化 財

1、県指定１、

市指定 1、計

３件 

指定文化財等管理

等委託 

県・市指定文化財等の管理

（草刈り）等について委託す

る。 

通年 １２件 
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イ 埋蔵文化財の保存及び活用の充実 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

埋蔵文化財包蔵地

(遺跡)の周知 

熊谷市遺跡情報システム・

同 WEB 閲覧システムの活用

及び公開型地理情報システム

「くまっぷ」による埋蔵文化

財包蔵地の周知促進及び事務

の効率化を図る。 

通年 

適宜 
 

市内遺跡試掘調査・

工事立会 

埋蔵文化財包蔵地等におけ

る各種開発に伴う市内遺跡の

試掘調査及び工事立会を行

う。 

通年 

適宜 
 

市内遺跡発掘調査 

市内遺跡発掘調査（各種開

発に伴う調査）、上之土地区画

整理事業地内遺跡（前中西遺

跡、藤之宮遺跡、諏訪木遺跡中

西遺跡、上之古墳群）発掘調査

を行う。 

適宜 

通年 

上之土地区画

整理事業地内

遺跡（前中西

遺跡、諏訪木

遺跡）、西別府

遺跡、計３遺

跡を予定 

埋蔵文化財調査報

告書の刊行 

市内遺跡発掘調査、上之土

地区画整理事業地内遺跡の出

土品整理及び調査報告書の刊

行を行う。 

通年 

前中西遺跡、

藤之宮遺跡、

池上遺跡、万

吉西浦遺跡、

市内遺跡（元

境内遺跡）、 

計５遺跡の整

理、 

前中西遺跡、

池上遺跡、万

吉西浦遺跡、

計３冊の調査

報告書の刊行 

重要遺跡の確認調

査 

史跡の保存・活用等のため、

国史跡「幡羅官衙遺跡群」にお

ける範囲内容確認調査を行

う。 

適宜 

 

西別府祭祀遺

跡、西別府廃

寺、西別府遺

跡等対象、地

中レーダー探

査を西別府遺

跡等で予定 
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国史跡「幡羅官衙遺

跡群」保存活用計画

の推進 

史跡の適正な保存、活用、整

備等に係る方針及び方法につ

いて定めた計画の推進を図

る。 

適宜 

策定後５か年

の短期計画に

定めた「保存」

「活用」「整

備」「運営・体

制の整備」各

事業計画の推

進 

西別府祭祀遺

跡における深

谷市と協働に

よる古代祭祀

体験事業の実

施 

国史跡「幡羅官衙遺

跡群」整備基本計画

の策定 

深谷市と協働して、策定委

員会を組織し、史跡の保存整

備やこれに伴う休憩所やベン

チ等便益施設、史跡の総合的

理解の向上や管理・活用の拠

点となるガイダンス施設、解

説板や案内板等のサイン等の

整備について検討し、整備基

本計画を策定する。 

通年 

令和８年３月

策定予定 

整備基本計画

及び同概要版

の作成・刊行 

国史跡「幡羅官衙遺

跡群」普及・啓発事

業 

史跡の重要性及び貴重性等

の価値を啓発するため、常設

展示を行う。 

通年 

江南文化財セ

ンター、別府

公民館、熊谷

図書館郷土資

料展示室 

文化財等収蔵施設

管理及び個別施設

計画【博物館的施

設】【歴史公園（星

溪園）】の推進 

江南文化財センター、熊谷

市埋蔵文化財整理所（くまぴ

あ内）等埋蔵文化財等収蔵施

設の管理及び施設の状況把握

のための巡回を行う。また、個

別施設計画【博物館的施設】及

び【歴史公園（星溪園）】の推

進を図る。 

通年 

適宜 

埋蔵文化財等

収蔵施設は、

事業内容中に

記載の他に６

施設 
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ウ 文化財保護思想の普及及び啓発事業の推進 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

企画展、展示会の開

催 

文化財の普及・啓発のため、

出張展示を企画し、実施する。 
通年 

市立熊谷図書

館郷土資料展

示室、江南行

政センター 

令和６年度新

指定市文化財

「銅造誕生釈

迦仏立像」展

（５～７月、 

市立熊谷図書

館、江南文化財

センターほか） 

「 BUNKAZAI 情

報」の発行 

市内の文化財等に関する情

報をまとめた情報紙を発行す

る。 

年２～３回 第３８号～ 

デジタル媒体によ

る情報発信 

江南文化財センターホーム

ページ「熊谷デジタルミュー

ジアム」及び熊谷市観光・文

化財ナビアプリ「くまここ」

による文化財等の情報発信を

行う。 

通年 

コンテンツの

新設及び随時

更新 

「くまここ」

PR 用チラシ

の作成・配布 

文化財講演会等へ

の講師派遣 

直実市民大学、市政宅配講

座等へ講師等を派遣する。 
随時 

直実市民大学 

：１１月２７日

ほか予定 

文化財防火デーの

実施 

文化財防火思想の啓発のた

め、熊谷市消防本部等と協働

し、文化財の火災防御演習等

を行う。 

１月 
文化財防火デ

ー:1 月 26 日 

県民の日文化財公

開事業 

国登録有形文化財「坂田医

院旧診療所」の公開を行う。 

１１月１４日 

（県民の日） 

県民の日に近

い土日のいず

れかの日（11

月 1５日（土）

予定）にも実

施。 

※実施予定日

のうち、土日

については、

変更の可能性

あり 
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「踊る埴輪」知名度

アップ事業 

全国の埴輪の中で最も有名

な埴輪「踊る埴輪（踊る人々）」

は、埴輪の代名詞とも言える

多くの人がイメージする埴輪

であるが、唯一熊谷市の出土

であることは意外と知られて

いない。そこで、「踊る埴輪」

といえば「熊谷市」を連想する

イメージ定着を目指し、熊谷

市の魅力をアピールする地域

資源として、この埴輪が持つ

独特のキャラクター性を積極

的に活用して、情報発信する。 

通年 

３Ｄ計測・デ

ータ化に基づ

く 1/10 スケ

ール樹脂型に

よるストラッ

プ づ く り 体

験、「踊る埴

輪」出土の野

原古墳「御墳

印」の作成・販

売、「踊る埴

輪」の解説リ

ーフレットの

作成・配布、埴

輪をテーマと

する出前講座

の実施等予定 

みんなで歩いて中

山道江戸時代体験

事業 

江戸時代に成立し、歴史的

役割を担った「中山道」の市内

におけるルートについて、市

民をはじめ多くの人に知って

もらい、またその歴史を体感

してもらい、熊谷市の魅力を

発信する。これにより、まちな

かの賑わいを取り戻すことに

よる地域の活性化、及び地域・

観光資源として活用すること

による地域振興及び観光振興

の一助とする。 

通年 

歴史講座の開

講、実際に中

山道を歩く人

等の手助けと

するための道

標の設置、市

内の全行程を

歩くイベント

の開催（道案

内協力依頼：

くまがい探偵

団を予定）予

定 

 

エ 江南文化財センターの管理及び運営の充実 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

古代体験学習プログ

ラムの開講 

夏休み「あなたも古代人」、

県民の日「あなたも古代人」

を開講する。 

８月２・４・

５・７・８日、 

１１月１４日 

（県民の日） 

まが玉・埴輪

作り等、 

県民の日に近

い土日のいず

れかの日（11

月 1５日（土）

予定）にも実

施 
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職業体験等受入 
中学生職場体験受入、博物

館学芸員実習受入等を行う。 
随時 

中学生職場体

験受入は例年

２校（吉岡中 

：７月、１２月） 

８月に、大学

生のインター

ンシップ受入

予定 

企画展・テーマ展の

開催 

「わが街熊谷遺跡めぐり展」

と題しての市内遺跡発掘調査

出土品展・速報展、その他各

種企画展示等を行う。 

通年 

～６月：熊谷地

域のうちわ展 

４月～１０月：

「踊る埴輪」展 

例年、半年程

度で展示替え

実施（ホール

等） 

 

オ 星溪園の管理及び運営の充実 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

建物・庭園の維持・

管理 

市指定記念物・名勝として

ふさわしい品格を維持するた

め 

・適宜、星溪寮・松風庵・積

翠閣３棟等の老朽・損傷箇

所の修繕等を行う。 

・来園者の利便性向上のため

の設備の充実 

・樹木の管理・剪定等の庭園

管理を行う。 

通年 

適宜 

星溪寮・松風

庵・積翠閣の

網戸張替え、

星溪寮の雨ど

い修繕、中く

ぐり戸脇部付

幅木の修繕、

立礼席エアコ

ンの新設、玉

の池の浚渫、

庭園樹木の伐

採・枯枝除去・

剪定（予定） 

庭園屋外蚊取

り装置の設置 

重要備品（水

墨画・絵画掛

軸）の表装修

繕、庭園石造

物等の説明看

板の設置 

 

公園緑地課へ

の配当替によ

る庭園管理 
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楽しいお茶会の開

催 

熊谷茶道協会との共催によ

りお茶会を開催する。 

４月～６月、 

９月～12 月、

２月、３月の

年１５回 

第１土曜日及

び 第 ３ 日 曜

日、 

ただし、第１

土曜日のうち

９、11 月及び

第３日曜日の

うち 12 月は

開催予定なし 

お茶に親しむ会の

開催 

小・中・高校生を対象とし

た日本伝統文化を体験しても

らうお茶会を、市内の高校・

大学の茶道部の協力により開

催する。 

１１月１４日 

（県民の日） 

熊谷女子高校 

熊谷西高校 

立正大学 

俳句講座 
熊谷市俳句連盟との共催に

より俳句講座を開講する。 

９月～１０月 

毎水曜日 
５回講座 

 

(2) 無形民俗文化財等伝統文化の後継者育成と継承意識の醸成  

  ア 市指定無形民俗文化財保存団体への補助 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

市指定無形民俗文

化財保存団体補助 

市指定無形民俗文化財保

存団体１４団体へ、後継者育

成等を目的として補助金を

交付する。 

通年 

（１回） 

１団体あたり 

５０，０００円、

ただし、これまで

例年１７団体に

交付していたが、

うち活動休止の

３団体には交付

しない予定 

 

イ 地域芸能振興事業「地域伝統芸能今昔物語」の開催 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

「地域伝統芸能今

昔物語」の開催 

市内各地に保存・継承され

た市指定無形民俗文化財と地

域に根ざし広められた芸能等

の伝統文化を一堂に会し、４

地域（妻沼、江南、大里、熊谷）

を巡回して発表会を開催す

る。なお、今年度は、熊谷市誕

生２０周年記念事業として実

施する。 

１１月２３日 

（勤労感謝の日） 

１８回目、 

会場は、江南

総合文化会館

ピピア（江南） 

 

例年のとお

り、開催模様

の映像記録

化、

YouTube に

よるＷｅｂ公

開予定 
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(3) 埋蔵文化財出土品等の一元管理施設確保の推進 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

（仮称）埋蔵文化財

館整備の推進 

 公共施設等総合管理計画・

個別施設計画【博物館的施設】

のうち、江南文化財センター

の改修及び附属収蔵庫の新規

整備による（仮称）埋蔵文化財

館の整備を円滑に進めるた

め、市内各地に分散収蔵の埋

蔵文化財出土品について、事

前に、段階的な集約を図る。 

適宜 

 

８施設あった

うち４施設分

の埋蔵文化財

出土品を江南

文化財センタ

ーに集約後、

当該施設の収

蔵スペースが

飽和に近い状

態にある。 

 

江南文化財センタ

ーにおける収蔵方

法の検討 

埋蔵文化財出土品の集約を

促進するため、既に飽和状態

である収蔵スペースに対し、

収蔵方法を検討し、スペース

の創出を行う。 

適宜 

令和６年度に

引き続き、適

宜、コンテナ

収納の埋蔵文

化財出土品の

集約による、

コンテナ収蔵

数削減の促進 

一元管理施設確保

に係る適地の検討 

（仮称）埋蔵文化財館整備

の推進のため、大幡小学校空

教室ほか３施設に分散収蔵の

埋蔵文化財出土品について、

公共施設を利活用し収蔵する

ことによる一元管理化を促進

するため、適地の検討を行う。 

適宜 

情報収集を進

め、廃止とな

った公共施設

を利活用した

収蔵等の検討

を継続する。 

 

(4) 熊谷直実・蓮生法師等郷土の偉人の顕彰 
事業名 事業内容 実施時期 備考 

「熊谷デジタルミ

ュージアム」の活

用による郷土熊谷

の偉人についての

情報発信 

「熊谷デジタルミュージア

ム」における、郷土熊谷の偉人

についてのコンテンツ「熊谷

の偉人の部屋」の充実を図る

ことにより情報発信する。 

適宜  
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郷土熊谷の偉人に

係る顕彰について

の検討及び展示の

企画 

郷土熊谷を代表する偉人に

ついて周知するための方策を

検討し、また、市内妻沼に所在

する国登録有形文化財「坂田

医院旧診療所」を有効活用し、

パネル展示等を行い、普及啓

発を図る。 

適宜 

「The Great 

Person of  

Kumagaya 

－熊谷ゆかり

の 偉 人 た ち

－」パネル展

の開催（６月、

秋に予定） 

また、隣接す

る、ポマード

王・井田友平

を 顕 彰 す る

「 井 田 記 念

館」の活用も

検討する。 
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４ 市史編さんの推進 

熊谷市の歴史的・文化的発展の過程を実証し、先人の営みや歴史を集大成し、未

来の市民への歴史的文化遺産とする。 

市民の郷土に対する関心と愛着を深め、地域的連帯感やふるさと意識、さらに市

民意識を高揚し、まちづくりに活かす。 

市民文化の向上と熊谷市の発展に寄与する。 

  歴史的、文化的資料の散逸・消滅を防ぐとともに、新しい資料や史実の発掘・発

展に努め、それらを体系的に整理、記録、保存し、後世に伝える。 

熊谷市における文化的事業として位置づけ、熊谷市の歴史・文化を全国に発信す

る。 

 

(1) 市史編さん事業の推進と市史書籍の刊行 

  ア 市史編さんに関する調査等 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

熊谷市史編さん委

員会 

教育委員会の諮問に基づ

く、市史編さんに関する基本

方針及び基本計画についての

調査審議並びに答申等 

年１～２回  

熊谷市史編集委員

の活動 

・熊谷市史編集会議の開催 

・各専門部会等会議の開催 

・各専門部会等における調査、

研究等の推進 

年１回 

年１～６回 

通年 

 

各専門部会等

会議の開催回

数は、部会等

に よ り 異 な

る。 

古文書、行政文書、

新聞記事、仏像等の

調査 

・熊谷に関わる古文書、近現代

の行政文書（県、旧市町村

等）、学校文書、新聞記事等

に関する調査の実施 

・市内に存する仏像、仏画等に

関する調査の実施 

通年 

 

 

 

年１０回 

 

仏像・仏画調

査は、原則と

して８月及び

１月を除く毎

月、実施する。 

熊谷市史関係書籍

の編集・刊行 

・『熊谷市史 資料編７ 近

代・現代２』の編集及び刊行 

・『熊谷市史研究』第 1８号の

編集及び刊行 

通年(編集) 

令和８年３月

刊行予定 

なお、『熊谷市

史 資料編７ 

近代・現代２』

は、熊谷市誕

生２０周年記

念事業として

刊行 
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イ 歴史公文書等の収集・保存 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

歴史公文書等の収

集・保存 

保存年限が満了した行政文

書（歴史公文書等）の収集、選

別及び保存 

６月(収集) 

通年(選別・保存) 
 

 

(2) 公文書館設置検討の推進 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

公文書館設置検討

の推進 

市史編さん事業により収集

した古文書、歴史公文書等の

適切な保存及び公開を行う施

設の設置に関する検討（市立

公文書館等新設整備、統廃合

学校施設の利活用等） 

適宜 

大里文化財整

理所に収蔵の

文書保存箱に

して約５８０

箱分の歴史公

文書の移転 

歴史資料の収

集、目録作成・

写真撮影等の

整理、及びク

リーニング、

袋や箱詰め等

の保存 

 

(3) 熊谷直実・蓮生法師等郷土の偉人の顕彰 

事業名 事業内容 実施時期 備考 

郷土熊谷を代表す

る偉人に係る普及・

啓発 

市政宅配講座等講座におい

て郷土熊谷の偉人関連の講義

や講話を行う。 

郷土熊谷の偉人について、

オールカラー・ブックレット

形式のマンガにより普及・啓

発を行う。 

適宜 

令和６年度刊

行の『マンガ

斎藤実盛と妻

沼聖天山』の

有償頒布 
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■ 中央公民館 

Ⅰ 中央公民館事務分掌 

    

 

 

 

 

 

公民館施設担当副参事 

   (1) 公民館の整備運営方針に関すること 

  庶務係 

   (1) 公印の管理に関すること。 

(2) 職員の服務に関すること。 

(3) 公民館予算に関すること。 

(4) 文書の収受発送編さん及び保管に関すること。 

(5) 物品の出納・保管に関すること。 

(6) 熊谷市公民館運営審議会に関すること。 

(7) 統計資料の収集に関すること。 

(8) その他、他の係に属さないこと 

  管理係 

   (1) 公民館相互連絡調整に関すること。 

(2) 公民館の管理に関すること。 

(3) 施設・設備の維持管理に関すること。 

(4) 各種団体機関との連絡に関すること。 

  事業係 

   (1) 定期講座の開設に関すること。 

(2) 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等の開催に関すること。 

(3) 図書、記録、模型、資料等の利用供与に関すること。 

(4) 体育及びレクリェーションに関すること。 

(5) 視聴覚教育に関すること。 

 

  

公民館施設担当副参事

館長 庶務係（３名）

管理係（５名）

事業係（５名）
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Ⅱ 令和７年度中央公民館事業計画 

１ 生涯学習講座の充実 

(1) 生涯学習講座  

 

分
野

№
【令和７年度】

事　業　名
内　　　　　　容

開催
時期

募集
定員

学習
日数

学習

時間

１日分

学習

時間

合計

1
小学生将棋入門教室
（共催事業）

日本将棋連盟熊谷支部と共催で、小学生を対象に

将棋入門教室を開催する。
8月 30 3 2.00 6.00

2
小学生将棋入門教室 ZOOM
版（共催事業）

日本将棋連盟熊谷支部と共催で、小学生を対象に

将棋入門教室をZOOM配信で開催する。
８月 15 2 1.00 2.00

3
小中学生将棋名人戦
（共催事業）

日本将棋連盟熊谷支部と共催で、小中学生を対象

に将棋名人戦を開催する。
３月 80 1 7.00 7.00

4
子供囲碁教室
（共催事業）

日本棋院熊谷支部と共催で、年間を通じ、小中高

校生を対象に囲碁教室を開催する。
４月

～３月
30 39 2.00 78.00

5
子共囲碁大会【囲碁まつり】
（共催事業）

日本棋院熊谷支部と共催で小中学生を対象とし実際に

対戦することによって技術の向上と交流を図る。
１２月 30 1 4.50 4.50

6 オリジナルまが玉づくり
「県立さきたま史跡の博物館」出張授業による、

オリジナルまが玉づくりを開催します。
8月 15 1 2.00 2.00

7 夏休み宿題大作戦（習字）
毛筆書道の基本を学び、夏休みの書道課題（宿

題）を練習し、作品を完成させます。
7月 12 2 2.00 4.00

8
キッズアイシングクッキー教
室

おやつ作りを通して「食」に関心を持ち、健全な食生

活を実践できる力を育む「食育」に寄与する。
8月 16 1 2.50 2.50

9 子ども草木染教室
身の回りの植物を利用した伝統ある草木染により、自

然の優しさや大切さを感じてもらう。
7月 10 1 2.00 2.00

計 小計　9 238 51 25.00 108.00

1 お茶の淹れ方教室
日本茶の素晴らしい効能と美味しさを引き出す上

手な淹れ方を学びます。
2月 16 1 2.00 2.00

2 キムチ作り教室
本格的なキムチを家庭でも再現し、健康の保持増

進に繋げることを目的とします。
１月 16 2 2.50 5.00

3
野菜を美しく食べよう
（ZOOM講座）

野菜の上手な摂り方とその調理法の講義をZOOM

配信で学びます。
2月 15 1 1.00 1.00

4 巻き寿司教室（ZOOM版）
食の楽しみ、食生活の充足に寄与することを目的

とし、ZOOM配信で学びます。
8月 10 1 1.00 1.00

5 家族で挑戦！飾り巻き寿司
家族を対象として募集し、伝統の継承とより豊かな食

生活の実現に寄与するととを目的とします。
11月 16 1 2.00 2.00

6 料理教室「春のお弁当」
食材の下ごしらえや調理方法、盛り付け、彩り、衛生

面など普段の食事にも役立つ内容を学びます。
3月 12 1 3.00 3.00

計 小計　6 85 7 11.50 14.00

1 将棋まつり（共催事業）
市内の愛好家が集い交流を深めながら日ごろの研

讃の腕を競い合う。
9月 96 2 4.00 8.00

2 花の講座
手作りで色とりどりの寄せ植えをすることで、生

活に潤いを与える一助とする。
５月

11月
16 2 2.00 4.00

3 囲碁まつり（共催事業）
熊谷及び近隣市町から腕自慢が集まり、囲碁の腕

を競い合う。
12月 100 1 8.00 8.00

4 熊谷の歴史を学ぼう 熊谷の戦後の復興について学ぶ。 6月 20 2 2.00 4.00

5 古典入門教室
人間社会や自然の捉え方、先人たち考え方などへの理

解を深め、また古典に親しむことを目的とする。
4月 20 4 1.75 7.00

6 埼玉の歴史と民俗を学ぼう
「県立歴史と民俗の博物館」の講師による、県内

の歴史と民俗に関することを学ぶ。
９月 20 2 2.00 4.00

7 素読で楽しむ論語
論語を素読する。唱歌を歌うことで声を出すこと

の良さを体感する。
11月 20 4 1.75 7.00

8
はじめての絵手紙
（暑中見舞い）

絵手紙の基本を学びその楽しさや魅力を体感すること

で新たな趣味のきっかけになることを期待する。
7月 10 3 2.00 6.00

9
らくらく囲碁入門教室
（共催事業）

日本棋院会員が初心者に囲碁の手ほどきを行い、

囲碁愛好者の増加、交流を図る。
6月 30 10 2.00 20.00

１
　
青
少
年
教
育

２
家
庭
教
育

３
　
成
人
教
育
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分
野

№
【令和７年度】

事　業　名
内　　　　　　容

開催
時期

募集
定員

学習
日数

学習

時間

１日分

学習

時間

合計

10 スマートフォン講座
スマートフォンの基本的な操作や画面の見かたな

どを学ぶ。
１月 10 2 2.00 4.00

11 読書会
共通の課題本を読み感想を共有する。

各自の推し本の紹介。
９月 10 4 2.00 8.00

12 鉛筆デッサン入門教室
鉛筆の使い方で、様々な表現技法や遠近の取り方

などを学ぶ。
１０月 20 4 2.00 8.00

13 街なかガイド講座 くまがやの魅力をより深く学ぶ。 2月 20 1 2.00 2.00

14
発掘調査成果から学ぶ
熊谷の古代史

市内発掘現場の調査報告から古代の歴史を学ぶ。 １１月 20 2 2.00 4.00

15 透明水彩画入門教室 繊細で透明感あふれる透明水彩画技法を学ぶ。 8月 20 4 2.00 8.00

16 俳句入門教室
俳句初心者を対象に、俳句を創作する喜びを感じ

ながら学ぶ。
１月 15 4 2.00 8.00

17 健康講座
日常生活から介護につながる危険信号を見逃さな

いための予防法を知る。
３月 20 1 2.00 2.00

18 寝香水づくり教室
香りによる眠りの質の向上を目的に、アロマオイルを

組み合わせて調合し、寝香水を作る。
4月 20 1 2.00 2.00

19 苔玉づくり教室
土づくりから苔をはるまでを学び、草花を取り入

れた豊かな生活を送れるようにする。
７月 16 1 2.00 2.00

20 コーヒー入門講座
コーヒーの性質や効能をハンドドリップで淹れるコツ

や豆の選び方、ブレンド方法などを学ぶ。
６月 16 1 2.00 2.00

21 熊谷の先人たち（並木良輔）
パイロットコーポレーションの創業者である市内

玉井出身の「並木良輔」について学ぶ。
１０月 30 2 2.00 4.00

22 美文字講座
字形の特徴やバランスなどを学び、鉛筆やペンを用い

て正確で美しい文字の書き方を学ぶ。
4月 16 4 2.00 8.00

23 美しく甦る器たち（金つぎ）
陶磁器の割れや欠け、ヒビを漆や金属粉を使って

美しく修復する金つぎを体験します。
６月 16 4 2.50 10.00

24 楽しいコーラス講座
基本的な発声や歌唱表現の楽しさを味わうととも

に仲間づくりをめざす。
６月 16 4 1.50 6.00

25 手芸講座（刺繍）
初心者向けに刺繍をはじめるきっかけをつくり、趣味

のひろがりや仲間づくりを目的とする。
９月 10 1 3.00 3.00

26 短歌入門教室～歌で綴る心の日記～
短歌の基本を学び、日々の小さな出来事や感動を一行

日記のように表現することを学ぶ。
１０月 12 4 2.00 8.00

27 寄せ植え教室～春の訪れ～
季節を感じ、長く楽しめる寄せ植えを作り自然への関

心を深め、日々の暮らしに彩りを添える。
3月 12 1 2.00 2.00

28 パーソナルカラー講座
自分に似合う「映える色・パーソナルカラー」を学

び、いきいきとした生活を送れるようにする。
8月 20 4 2.00 8.00

計 小計　28 651 79 64.50 167.00

1 熊谷について学ぼう
身近な自然環境について学び、くまがやの魅力を

より深く学ぶ。
３月 15 1 2.00 2.00

2 自然と環境
自然環境の現状を身近な問題として捉え地球温暖

化防止に有効である生活について学ぶ。
5月 20 2 1.50 3.00

計 小計　２ 35 3 3.50 5.00

1 人権講座
人権の大切さを学び、暮らしやすい社会をみんな

で作っていくきっかけとする。
3月 15 1 1.50 1.50

計 小計　1 15 1 1.50 1.50

３
　
成
人
教
育

４
環
境

５
人
権
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分
野

№
【令和７年度】

事　業　名
内　　　　　　容

開催
時期

募集
定員

学習
日数

学習

時間

１日分

学習

時間

合計

1
本当はすごい！ラジオ体操（く

まぴあ共催・夜間開催）

ヨガのストレッチを取り入れて、ラジオ体操の効

果を上げるコツを学ぶ。
5月 50 3 1.50 4.50

2 健康太極拳教室
健康法の一つとして世界中で受け入れられている

太極拳を楽しく学ぶ
1月 20 5 1.50 7.50

3 健康ヨガ教室
基本的ヨガの姿勢や呼吸法等を学び、心身を整え

ることを目的とする。
6月 20 5 1.25 6.25

4
簡単ピラティス＆ヨガ

（くまぴあ会場・夜間開催）
リハビリを目指して創始されたピラティスと伝統のヨ

ガを組み合わせ健康な体づくりのヒントを学ぶ。
10月 40 4 1.50 6.00

5 骨盤ケア体操教室
軽運動を通して姿勢を正しくする方法を学び、疲

れにくい体づくりを目指す。
10月 30 4 1.50 7.50

6 ZUMBAエクササイズ教室
ダンス、フィットネス、エンターテインメントの３要

素を含むＺＵＭＢＡ（ズンバ）を学び健康増進を目的

とする。

９月 30 4 1.25 5.00

7
レッツ！
バランスボール教室

バランスボールを使った健康体操で、心身のリラック

スと健康増進・体力維持を図る。
2月 20 3 2.00 6.00

8
明るい話し方と
ヨガのレッスン

フリーアナウンサーの講師によるレッスンを行い、会

話する楽しさと心身のリラックスのためのヨガを学

ぶ。

4月 30 2 1.25 2.50

9 気功入門講座
気功の基本を理解し、その実践を通して心身の健

康増進を図る。
12月 20 4 2.00 8.00

10 エアロビクス入門
気軽に行えるストレッチも紹介し、日常的な運動

の習慣を整えることを目的とします。
11月 30 5 1.25 6.25

11 バレトンとストレッチ教室
バレエ、ヨガ、フィットネスを組み合わせたバレ

トンで体を動かす有酸素運動を学ぶ。
５月 30 5 1.25 6.25

計 小計　11 320 44 16.25 65.75

1 クリスマスコンサート
曲の解説も含めたコンサートを開催し、クラシックを

より身近なものに感じてもらう。
12月 100 1 2.00 2.00

計 小計　1 100 1 2.00 2.00

学習
日数

学習

時間

１日分

学習

時間

合計

合計 186 124.25 363.25

６
　
体
育
・
レ
ク

７
文
化

募集定員

1,444

令和７年度　講座合計　５８　
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(2) 令和７年度 直実市民大学日程表 

 

 

 

 

  

会場 № 午前（共通学習）
午後

（クラブ活動）

4月17日 木 中央公民館 1 入学式・学長記念撮影 ―

5月8日 木 さくらめいと 2 熊谷と文学（熊谷ゆかりの文学者） 1

5月15日 木 さくらめいと 3 人権を考える講座 2

5月22日 木 さくらめいと 4 埼玉の気象について 3

5月29日 木 別府沼公園 5 熊谷の植物について ―

6月12日 木 さくらめいと 6 県政出前講座（埼玉・熊谷の水環境とムサシトミヨ） 4

6月19日 木 さくらめいと 7 熱中症・災害対策について 5

6月26日 木 さくらめいと 8 うちわ祭りについて 6

7月3日 木 中央公民館 9 熊谷市史について ―

7月10日 木 中央公民館 10 すっきり暮らす断捨離Ⓡ講座 7

9月4日 木 さくらめいと 11 野菜ソムリエの野菜講座 8

9月11日 木 さくらめいと 12 飛べ！グライダー 9

9月18日 木 中央公民館 13 能楽入門 ―

9月25日 木 さくらめいと 14 幡羅高等小学校「家庭心得」に学ぶ 10

10月2日 木 さくらめいと 15 埼玉ゆかりの先人たち（埼玉県ヒストリー） ―

10月9日 木 さくらめいと 16 熊谷近郊の歴史と文化（深谷編） 11

10月16日 木 さくらめいと 17 街なかウォッチング 12

10月23日 木 妻沼聖天山 18 妻沼聖天山歓喜院聖天堂について ―

11月6日 木 さくらめいと 19 介護保険について 13

11月13日 木 さくらめいと 20 認知症サポーター養成講座 14

11月20日 木 熊谷寺 21 熊谷法力房蓮生について ―

11月27日 木 さくらめいと 22 熊谷の遺跡群 15

12月4日 木 さくらめいと 23 荻野吟子について 16

12月11日 木 中央公民館 24 レクチャーコンサート ―

12月18日 木 さくらめいと 25 報道の現場から 17

1月8日 木 さくらめいと 26 副学長講話 18

1月15日 木 さくらめいと 27 熊谷の古寺巡礼 19

1月22日 木 中央公民館 28 医療講座（生活習慣病について） 20

1月29日 木 中央公民館 29 県政出前講座（防犯まちづくり） 成果発表会

2月5日 木 中央公民館 30 卒業式 ―

＊4/10（木）入学説明会

期日
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２ （仮称）第 1 中央生涯活動センターの整備推進 

  熊谷市公共施設等総合管理計画及び熊谷市個別施設計画に基づき、「生涯活動セ

ンター」の整備を進めていく。市民ホールの機能は、令和７～11 年度（計画工程

上の第２期前半に当たる 2025～29 年度）を目途に整備される「（仮称）第１中

央生涯活動センター」に移転する計画である。 

生涯活動センターは、①コミュニティ活動推進機能（コミュニティセンター機能）、

②市民活動支援機能（市民活動支援センター機能）及び③生涯学習機能（公民館機

能）を中核とした施設として想定している。既に整備を推進中の「（仮称）第２中央

生涯活動センター」（市民活動推進課所管）を含め、将来にわたって順次 7 施設の

整備等を進めていく計画である。「異分野・多世代で交流できる生涯活動の拠点」と

することなどを基本理念とする。社会教育施設の枠内に収まり切らない新しいタイ

プの施設である。 

  令和７年度においては、引き続き、第１中央生涯活動センターの整備用地の調査・

選定に当たるが、埼玉県との共同事業である北部地域振興交流拠点（仮称）の整備

や市役所新庁舎建設に向けた動きが本格化しつつあることから、その動向も注視し

ながらの事業推進となる。 

 

３ 公民館の再編に向けた取組の推進  

令和４年８月２３日に、公民館再編の基本的考え方について、熊谷市公民館運営

審議会に諮問した。同審議会では、熊谷市公民館連合会の意見も参考にしながら、

３回にわたり１４名の委員による慎重な検討を重ね、令和６年２月２８日に答申を

行った。その内容は、①公民館の区域拡大による持続可能性確保及び活性化、②施

設規模拡大に応じた公民館組織の再編及び効率化などである。 

令和７年度においては、地域における生涯学習活動の中心的な担い手である地域

館長、地域主事及び公民館運営協議会の今後の在り方について、課題を整理した上

で、その制度上の改善や疑問点の解消に向けた取組を行う。 

 

４ 地域会館の整備 

地域の生涯学習・コミュニティ活動等の拠点となるべき施設として、「地域会館」

を新たに整備する。地域会館は、生涯活動センターと共に既存の市民文化施設（公

民館、コミュニティセンターなど）の機能を引き継ぐ施設であり、その整備事業は、

老朽化し、耐震性にも課題のある地域公民館等の更新（建て替え）としての意味合

いも有する。 

令和 2（2020）年度現在（学校統廃合前）の小学校区ごとに、長期的には計 30

施設を整備する計画である。 

令和７年度においては、①三尻、②佐谷田、③大幡、④大麻生の各小学校区を対

象区域として、（仮称）三尻会館、佐谷田会館、大幡会館、大麻生会館の整備工事を

実施し、令和 8（2026）年度供用開始を目指す。 
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■ 妻沼中央公民館 

Ⅰ 妻沼中央公民館事務分掌 

 

 

 

 

 

 

 庶務係 

   (1) 公印の管理に関すること。 

(2) 職員の服務に関すること。 

(3) 公民館予算に関すること。 

(4) 文書の収受発送編さん及び保管に関すること。 

(5) 物品の出納・保管に関すること。 

(6) 統計資料の収集に関すること。 

(7) その他、他の係に属さないこと 

  管理係 

   (1) 施設設備の維持管理に関すること。 

(2) 各種団体機関との連絡に関すること。 

(3) 旧妻沼町の区域の公民館の管理運営に関すること。 

(4) 妻沼図書館との連絡に関すること。 

(5) 妻沼展示館の管理運営に関すること。 

(6) 荻野吟子記念館の管理運営・連絡調整に関すること。 

  事業係 

   (1) 定期講座の開設に関すること。 

(2) 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等の開催に関すること。 

(3) 図書、記録、模型、資料等の利用供与に関すること。 

(4) 体育及びレクリェーションに関すること。 

(5) 視聴覚教育に関すること。 

 

  

館長 庶務係（１名）

管理係（１名）

事業係（３名）
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Ⅱ 令和７年度妻沼中央公民館事業計画 

 

1　学級講座

分野 № 実施時期
学習

日数

延学習

時間

１回当たり

の定員
主な事業内容

1 6・12月 2 1.5 なし
まいまいの会による人形劇やハンドベル演奏な
ど

2 8月 1 1.5 15
読書感想文を書き上げるコツを親子で学ぶ夏休
み宿題応援講座

3 8月～１０月 10 15 25
ダンスの基礎を学び踊る楽しさを知る
文化祭「芸能発表のつどい」に出演する

4 １月 1 2 20 節分用の可愛い飾り巻を作る

5 12月 1 2 20
迎春用寄植え作りで手軽にガーデニングに親し
む

6 12月 1 2 20 親子で手軽に健康的なうどんを打つ

7 5月～6月 2 4 16 お洒落なビーズアクセサリーを作る

8 ７月 4 6 20 「光る君へ」の歴史的背景と文学的光景を学ぶ

9 7月 3 6 10 レザーを使って小物を作る

11 10月 3 4.5 30 誰でも歌える歌謡曲やフォークソングを楽しむ

12 4～3月 20 640 242 学科別に、年間を通して学習する（全１２学科）

人
権

13 6月 1 1.5 242
誰もが暮らしやすい社会を築くため、人権問題
を正しく理解します。

14 6月 3 4.5 20
音楽に合わせた簡単な動きで、転倒予防など
に役立つ筋力をアップする

15 11月 1 6 150

16 11月 1 6 50

56 705.5 895

2　その他の事業

分野 № 実施時期 日数 主な事業内容

17 美術作品展示 11月 4

18 音楽祭 11月 1

19 カラオケ発表会 11月 1

20 芸能発表のつどい 11月 1

21 1月 1 新年を迎え、新たな気持ちで芸術を鑑賞

22 1～2月
当館で活動している学習グループ登録団体に
よるサークル活動見学(体験)会です。

23 随時
地域各公民館との連絡調整を図り、事業や活
動内容等について情報交換します。

24 3月・随時
陶芸窯利用のスケジュール、利用方法につい
て調整会議を行います。

25 毎月
大ホールの利用について、利用希望者との調
整を行います。

連
絡
・
調
整

学習グループ見学会

妻沼地域公民館連絡調整

陶芸窯利用団体調整会議

大ホール利用調整会議

合　計　

事　　　業　　　名

芸
術
・
文
化

妻
沼
文
化
祭

妻沼中央公民館学習グループおよび市内在住
在勤者(団体も可)を対象とした作品発表、音楽
発表、カラオケ発表、芸能発表の場を提供しま
す。
(主催・妻沼文化祭実行委員会)

芸術鑑賞会

人権教育研修会

体
育

足腰リズム体操教室

妻沼地域選抜
グラウンドゴルフ大会(共催) 妻沼地域の各公民館から選抜されたチームが

勝敗を競いながら健康を増進し、地域の枠を超
えて親睦を深めます。妻沼地域選抜

ソフトバレーボール大会(共催)

9月 2 3 15
フレッシュスワッグやレモングラスほうきなど、
ハーブを使ったクラフト作りを楽しむ

歌謡曲・フォークソングを楽しむ
講座

家
庭
教
育

ガーデニング教室
　冬の寄せ植え

料理教室

成
人
教
育

おしゃれなビーズアクセサリー
講座

文学講座「古典入門教室」

はじめてのレザークラフト

10 ハーブクラフト講座

けやき大学

事　　　業　　　名

青
少
年
教
室

人形劇のつどい

夏休み宿題応援教室
～読書感想文の書き方～

わくわくキッズランド
ダンスコース

恵方巻教室
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３ けやき大学日程表       （午前 9 時 30 分～11 時 30 分） 

 

 

  

回数 期　日 曜日 学　習　内　容 回数 期　日 曜日 学　習　内　容
1 4 月 12 日 土 入学式 1 4 月 12 日 土 入学式
2 4 月 21 日 月 科目別授業 2 4 月 21 日 月 科目別授業
3 5 月 19 日 月 科目別授業 3 5 月 19 日 月 科目別授業
4 6 月 2 日 月 科目別授業 4 6 月 2 日 月 科目別授業
5 6 月 9 日 月 共通講座（人権） 5 6 月 9 日 月 共通講座（人権）
6 6 月 16 日 月 科目別授業 6 6 月 16 日 月 科目別授業
7 6 月 30 日 月 科目別授業 7 6 月 30 日 月 科目別授業
8 7 月 7 日 月 科目別授業 8 7 月 7 日 月 科目別授業
9 9 月 1 日 月 科目別授業 9 9 月 1 日 月 科目別授業
10 9 月 29 日 月 共通講座（教養） 10 9 月 29 日 月 共通講座（教養）
11 10 月 6 日 月 科目別授業 11 10 月 6 日 月 科目別授業
12 10 月 20 日 月 科目別授業 12 10 月 20 日 月 科目別授業
13 11 月 17 日 月 共通講座（文化） 13 11 月 17 日 月 共通講座（文化）
14 12 月 1 日 月 科目別授業 14 12 月 1 日 月 科目別授業
15 12 月 15 日 月 科目別授業 15 12 月 15 日 月 科目別授業
16 1 月 5 日 月 科目別授業 16 1 月 5 日 月 科目別授業
17 1 月 17 日 土 共通講座（芸術） 17 1 月 17 日 土 共通講座（芸術）
18 1 月 19 日 月 科目別授業 18 1 月 19 日 月 科目別授業
19 2 月 2 日 月 科目別授業 19 2 月 2 日 月 科目別授業
20 2 月 28 日 土 卒業式 20 2 月 28 日 土 卒業式

回数 　期　日 曜日 学　習　内　容 回数 期　日 曜日 学　習　内　容
1 4 月 12 日 土 入学式 1 4 月 12 日 土 入学式
2 4 月 14 日 月 科目別授業 2 4 月 15 日 火 科目別授業
3 4 月 28 日 月 科目別授業 3 5 月 20 日 火 科目別授業
4 5 月 12 日 月 科目別授業 4 6 月 3 日 火 科目別授業
5 5 月 26 日 月 科目別授業 5 6 月 9 日 月 共通講座（人権）
6 6 月 9 日 月 共通講座（人権） 6 6 月 17 日 火 科目別授業
7 6 月 23 日 月 科目別授業 7 7 月 1 日 火 科目別授業
8 7 月 14 日 月 科目別授業 8 7 月 15 日 火 科目別授業
9 7 月 28 日 月 科目別授業 9 9 月 2 日 火 科目別授業
10 9 月 8 日 月 科目別授業 10 9 月 29 日 月 共通講座（教養）
11 9 月 29 日 月 共通講座（教養） 11 10 月 7 日 火 科目別授業
12 10 月 27 日 月 科目別授業 12 10 月 21 日 火 科目別授業
13 11 月 10 日 月 科目別授業 13 11 月 17 日 月 共通講座（文化）
14 11 月 17 日 月 共通講座（文化） 14 11 月 18 日 火 科目別授業
15 12 月 8 日 月 科目別授業 15 12 月 2 日 火 科目別授業
16 12 月 22 日 月 科目別授業 16 12 月 16 日 火 科目別授業
17 1 月 17 日 土 共通講座（芸術） 17 1 月 17 日 土 共通講座（芸術）
18 1 月 26 日 土 科目別授業 18 1 月 20 日 火 科目別授業
19 2 月 9 日 月 科目別授業 19 2 月 3 日 火 科目別授業
20 2 月 28 日 土 卒業式 20 2 月 28 日 土 卒業式

わかば１年・２年 わかば あおば１年・２年

月曜　第1・3 月曜　第1・3
あおば１年・２年 わかば１年・２年

【　園芸 ・ 書道 ・ カラオケ　】 　【　３Ｂ体操　】

月曜　第2・4 火曜　第1・3

【園芸･書道･カラオケ･木彫･切り絵･栄養調理】 【　俳句　】
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回数 期　日 曜日 学　習　内　容 回数 　期　日 曜日 学　習　内　容
1 4 月 12 日 土 入学式 1 4 月 12 日 土 入学式
2 4 月 19 日 土 科目別授業 2 4 月 19 日 土 科目別授業
3 5 月 17 日 土 科目別授業 3 5 月 17 日 土 科目別授業
4 5 月 31 日 土 科目別授業 4 6 月 7 日 月 科目別授業
5 6 月 7 日 月 科目別授業 6 6 月 9 日 月 共通講座（人権）
6 6 月 9 日 月 共通講座（人権） 7 6 月 21 日 土 科目別授業
7 6 月 21 日 土 科目別授業 8 7 月 5 日 土 科目別授業
8 7 月 5 日 土 科目別授業 9 7 月 19 日 土 科目別授業
9 7 月 19 日 土 科目別授業 10 9 月 6 日 土 科目別授業
10 9 月 6 日 土 科目別授業 11 9 月 20 日 月 科目別授業
11 9 月 29 日 月 共通講座（教養） 11 9 月 29 日 月 共通講座（教養）
12 10 月 4 日 土 科目別授業 12 10 月 4 日 土 科目別授業
13 10 月 18 日 土 科目別授業 13 10 月 18 日 土 科目別授業
14 11 月 15 日 土 科目別授業 14 11 月 15 日 土 科目別授業
15 11 月 17 日 月 共通講座（文化） 15 11 月 17 日 月 共通講座（文化）
16 12 月 20 日 土 科目別授業 16 12 月 20 日 土 科目別授業
17 1 月 17 日 土 共通講座（芸術） 17 1 月 17 日 土 共通講座（芸術）
18 1 月 31 日 土 科目別授業 18 1 月 31 日 土 科目別授業
19 2 月 7 日 土 科目別授業 19 2 月 7 日 土 科目別授業
20 2 月 28 日 土 卒業式 20 2 月 28 日 土 卒業式

わかば１年・２年

回数 　期　日 曜日 学　習　内　容 回数 　期　日 曜日 学　習　内　容
1 4 月 12 日 土 入学式 1 4 月 12 日 土 入学式
2 4 月 26 日 土 科目別授業 2 4 月 26 日 土 科目別授業
3 5 月 10 日 土 科目別授業 3 5 月 10 日 土 科目別授業
4 5 月 24 日 土 科目別授業 4 5 月 24 日 土 科目別授業
5 6 月 9 日 月 共通講座（人権） 5 6 月 9 日 月 共通講座（人権）
6 6 月 14 日 土 科目別授業 6 6 月 14 日 土 科目別授業
7 7 月 12 日 土 科目別授業 7 6 月 28 日 土 科目別授業
8 7 月 26 日 土 科目別授業 8 7 月 12 日 土 科目別授業
9 9 月 13 日 土 科目別授業 9 9 月 13 日 土 科目別授業
10 9 月 29 日 土 共通講座（教養） 10 9 月 29 日 土 共通講座（教養）
11 10 月 11 日 土 科目別授業 11 10 月 11 日 土 科目別授業
12 10 月 25 日 月 科目別授業 12 10 月 25 日 月 科目別授業
13 11 月 8 日 土 科目別授業 13 11 月 8 日 土 科目別授業
14 11 月 17 日 土 共通講座（文化） 14 11 月 17 日 土 共通講座（文化）
15 11 月 22 日 土 科目別授業 15 11 月 22 日 土 科目別授業
16 12 月 13 日 月 科目別授業 16 12 月 13 日 月 科目別授業
17 1 月 10 日 土 科目別授業 17 1 月 10 日 土 科目別授業
18 1 月 17 日 土 共通講座（芸術） 18 1 月 17 日 土 共通講座（芸術）
19 2 月 14 日 土 科目別授業 19 2 月 14 日 土 科目別授業
20 2 月 28 日 土 卒業式 20 2 月 28 日 土 卒業式

　【　囲碁　】 【　陶芸　】　 【　盆栽 　】　

【　陶芸　】 【　コーラス　】

土曜　第2・4 土曜　第2・4
わかば あおば１年・２年 わかば１年・２年

土曜　第1・3 土曜　第1・3
あおば１年・２年 わかば あおば１年・２年
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■ 熊谷図書館、大里図書館、妻沼図書館、江南図書館 

Ⅰ 図書館事務分掌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 管理サービス係 

   (1) 公印の管理に関すること。 

(2) 職員の服務に関すること。 

(3) 施設及び設備の維持管理に関すること。 

(4) 広報に関すること。 

(5) 熊谷市立図書館協議会に関すること。 

(6) 統計及び調査に関すること。 

(7) 図書館間の連絡調整に関すること。 

(8) 資料の選定、収集、管理及び保存に関すること。 

(9) 資料の利用に関すること。 

(10) 読書案内、読書相談及び調査研究に関すること。 

(11) 行事の企画及び開催に関すること。 

(12) 寄贈及び寄託資料に関すること。 

(13) 移動図書館等館外サービスに関すること。 

(14) その他他の係に属さないこと。 

(15) 図書館の庶務に関すること。 

※ 一部妻沼・大里・江南図書館業務 

  美術、郷土係 

   (1) 美術、郷土資料の収集、保管、展示、利用等に関すること。 

   (2) 標本、模写、模型等の資料の作成に関すること。 

   (3) 美術、郷土資料の調査及び記録に関すること。 

   (4) 解説目録等の編集及び発行に関すること。 

   (5) 研究会、講座等に関すること。 

   (6) その他美術及び郷土に関すること。 

  

大里図書館

大里図書館長（兼文化センター所長）

江南図書館

江南図書館長（兼文化センター所長）

熊谷駅前分室

妻沼図書館

妻沼図書館長（兼文化センター所長）

文化センター所長兼熊谷図書館長

熊谷図書館 管理サービス係（８名）

美術、郷土係　（６名）
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Ⅱ 令和７年度図書館事業計画 

 

１ 図書館資料の整備と情報サービスの更なる充実 

(1) 図書館資料の整備・充実 

ア 一般図書、児童図書、参考・郷土資料などの収集、整備 

イ 一般利用者向け電子書籍の収集、利用促進 

ウ ４図書館の分担保存体制の整備 

(2) 利用者へのサービスの充実 

ア 市立図書館ネットワークの整備 

イ 予約、リクエストサービスの充実 

ウ レファレンスサービスの充実 

エ ホームページ等による図書館情報の発信 

(3) 図書館協議会   ２回 

 (4) 移動図書館サービス事業の推進 

   １1 ステーションを巡回 

(5) 福祉配本事業の実施  毎月 1 回（施設、家庭、シニアサービス） 

(6) 図書館から全国への情報発信 

ア 出版物等を活用した情報発信 

マンガ『友山・武香物語』の編集・刊行 

イ 写真俳句コンテストによる情報発信 

    「～森村誠一記念～第１４回くまがや「写真俳句」コンテスト」を開催。 

(7) 図書館実習生の受け入れ 

ア 図書館実習スケジュール及びカリキュラムの策定 

  イ 図書館実習生への指導 

２ 視覚障害者が利用できる電子図書館システムの整備 （図書館アクセシビリティ

事業）  

(1) 視覚障害者向け電子書籍サービスの利用促進 

(2) 大活字本、さわる絵本、布絵本などバリアフリー図書の充実 

(3) ４図書館への拡大読書機の設置 

３ 郷土熊谷に関するデジタル情報の発信 

(1) 熊谷図書館ホームページ等で「熊谷直実・蓮生法師デジタルライブラリー」の

公開 

(2) 郷土図書等の修復、デジタル化及び公開 

(3) ＳNS 等を利用した郷土熊谷に関するデジタル情報の配信 

4 子ども読書活動の推進 

 (1) 子ども読書活動推進協議会  ２回 

交流会  １回 

研修会  １回 

 (2) おはなし会  

熊谷図書館…第 2、４土曜 

妻沼図書館…第 2 土曜 

大里図書館…第 3 土曜 

(3) ちいさいこのおはなし会 

熊谷図書館…原則第 3 金曜 
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妻沼図書館…原則第１、３木曜 

江南図書館…第 2、４土曜 

 (4) 出張おはなし会  依頼により随時 

 (5) 映画会 

子ども映画会 熊谷図書館・妻沼図書館・大里図書館・江南図書館…年 3 回 

 (6) 子ども会 

熊谷図書館…夏休み、クリスマス 

妻沼図書館…夏休み 

大里図書館…夏休み、冬・春休み 

江南図書館…夏休み 

 (7) 子ども図書館まつり  熊谷図書館・妻沼図書館・大里図書館・江南図書館 

 (8) 児童文化講座  熊谷図書館 

 (9) ブックスタート事業（熊谷母子健康センター）支援 

 (10) 学校支援  調べ学習用資料の団体貸出、出張おはなし会、依頼に応じた授

業支援 

 (11) おすすめパンフレット、本の通帳の発行 

 (12) おはなしボランティア勉強会 熊谷図書館、妻沼図書館、大里図書館、江南

図書館 

 (13) 講座「家庭読書のすすめ」 依頼により随時実施 

 (14) その他 

SNS 等を利用した子ども読書関連情報の配信 

大人のための映画会 熊谷図書館…年４回 

5 企画展及び各種講座・講演会等の実施 

(1) 資料の整備及び施設等の環境整備充実 

  ア 展示室調光設備保守、展示ケース内温湿度管理 

  イ 美術資料の修復 

ウ 寄贈資料受入れ 

  エ 展示品レプリカ作製（国指定重要文化財「熊谷家文書」のうち４点） 

  オ 美術品の購入（須田剋太「自画像」） 

(2) 企画展及び各種講座・講演会等の実施 

ア 展示事業の充実  

名  称 会  期 

熊谷の５つの歴史と美術展（常設展） 

・ミニ企画展  油彩画・清水信二展 

        水彩画・森田芳一展 

        油彩画・根岸英二展 

        油彩画・明石真三展 

        水彩画・古澤正守展 

４月 １日 ～  3 月 3１日 

４月 １日 ～  6 月 ８日 

6 月１０日 ～  9 月 ７日 

9 月 ９日 ～ 12 月 ７日 

12 月 ９日 ～ 3 月 １日 

3 月 ３日 ～ 

～恒友・喜一・明正・武久・恭三～ 

熊谷の洋画の系譜展 
３月２２日 ～  5 月 1８日 

～戦後８０周年～ 

熊谷空襲の記憶と平和の継承展 
7 月１９日 ～  8 月３１日 



36 

 

～没後７０周年記念～ 

心象の写真家・佐藤虹二展 

１１月 2２日 ～ 1２月２７日 

～春の美術展～ 

洋画家・山田郁子展 

３月２１日 ～  

イ 講座等の開設による学習機会の拡充 

「熊谷の洋画の系譜展」展示解説会 ４月２５日 

郷土史講座 

テーマ「熊谷の仏像・仏画について」 

５月２０日・２７日 

 ６月３日・１０日 

熊谷市誕生 20 周年記念文化財講座 

 テーマ「熊谷の文化財と文化遺産」 

６月１７日・２４日 

７月１日 

「熊谷空襲の記憶と平和の継承展」記念講座 ７月２９日 

８月５日 

体験学習会 

「水彩画に親しもう」 

９月１２日・１９日・２６日 

「心象の写真家・佐藤虹二展」記念講演会 １１月２８日 

熊谷の歴史を学ぶ会 毎月第 4 土曜日 

子ども自然科学教室 毎月第 2 土曜日 

子ども歴史教室 毎月第 4 土曜日 

ウ 熊谷図書館嘱託者会議 

  １回 美術・郷土資料展示室の企画運営への助言 

 (3) 個別施設計画に基づく、博物館、図書館・美術館施設の検討 

ア 博物館整備に向けた事前調査の検討 

  イ 博物館、図書館・美術館施設整備スケジュールの検討 

(4) 博物館実習生の受け入れ 

  ア 博物館実習スケジュール及びカリキュラムの策定 

  イ 博物館実習生への指導 
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■ プラネタリウム館 

 

Ⅰ プラネタリウム館事務分掌 

 事業係 

   (1) 公印の管理に関すること。 

(2) 庶務に関すること。 

(3) 施設、設備の維持管理に関すること。 

(4) 職員の服務に関すること。 

(5) 事業の企画運営に関すること。 

(6) 天文学習の指導に関すること。 

(7) 天文資料の調査、収集、利用等に関すること。 

(8) その他プラネタリウム館の事業の実施に関すること。 

 

Ⅱ 令和７年度プラネタリウム館事業計画 

1 資料収集及び番組制作 

⑴ 天文資料を広く収集、整理保管し、プラネタリウム番組制作に活用する。 

⑵ 各種投影用番組を制作する。 

  ① 一般投影番組  年間 ５本 

  ② おはなし天文館 年間 ５本 

  ③ 星空の散歩道  年間 ９本 

  ④ 幼児向け番組  年間 ２本 

2 番組投影 

⑴ 一般投影 

   「当日夜の星座案内」「神話・伝説」「テーマ」の三部で構成された番組で、大

人から子供まで楽しめる内容。下記時間から行う。 

火曜から金曜日まで  午後 3 時 30 分から 

土曜日・日曜日・祝日 午後 1 時 30 分、午後 3 時 30 分から 

⑵ おはなし天文館 

   星座紹介と神話伝説を中心にした親子向けの投影で、毎週日曜日及び祝日の午

前 10 時 30 分から行う。 

⑶ 星空の散歩道 

   リクエスト曲や話題の音楽を聴きながら、生解説による星空案内と最新天文ニ

ュースを楽しむ番組で、毎月第 4 土曜日の午後 5 時 45 分から行う。 

⑷ 団体投影 

一般投影等のない時間帯に、20 名以上で利用できる。投影内容は、幼児投影

等がある。 

3 天体観察会 

⑴ 来館者を対象に、毎月第 2 土曜日と第 4 土曜日の夜に、天文台の大型望遠鏡 

で実際の天体を観察する。 

⑵ 市内の小中学校や子供会などの依頼を受け、職員が機材を持参し出張して天体

観察会を行う。 

館　　長

（文化センター所長兼務）

副　館　長

（文化センター副所長兼務）
事業係（６名）


